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　平成 30 年 10 月 3 日・4日の両日、日本医師

会大講堂で「わかりやすい感覚器疾患」をテーマ

に標記講習会が開催された。全国から厚生労働省・

支払基金・国保連合会・医師会などの関係者延

べ 286 名が参加し、本会からは萬 忠雄・清水 暢 

両常任理事、吉水一郎・長谷川奈津江 両理事、

伊藤が参加した。

第 62回社会保険指導者講習会
「わかりやすい感覚器疾患」
と　き　平成 30年 10 月 3日・4日（水・木）　10：00 ～

ところ　日本医師会大講堂
[ 印象記 : 理事　伊藤　真一 ]
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　本講習会は、医学・医術のたえざる進歩に対応

して常にその基礎的知識を体系的に吸収し、社会

保険診療内容の向上を図り、国民医療の要請に応

えることを目的に日本医師会並びに厚生労働省共

催のもとに催し、生涯教育活動の一環として実施

されている。

　わが国は、世界に類を見ない超高齢社会を迎え

ており、高齢者にとって避けられない障害の一つ

であるのが感覚器疾患である。WHOの発表によ

れば、高齢者のQOLに影響する10疾患に白内障、

視覚障害、聴覚障害の 3つの感覚器疾患が含ま

れている。そのため感覚器疾患の理解を深めるこ

とが、今後われわれが健康長寿社会の実現を目指

すうえで非常に重要であると言える。　

　感覚器とは古来の分類による５種類「視覚」、「聴

覚」、「嗅覚」、「味覚」、「触覚」に加え、「平衡覚」

も感覚の一つに加わり、現在では 6感として考

えられている。

　今回の講習では、一般診療において遭遇する機

会の多い感覚器疾患をピックアップし、各領域（眼

科、耳鼻咽喉科、皮膚科）のスペシャリストの先

生方の講演を拝聴した。

　講義は、それぞれの感覚器の解剖学的特徴、生

理学的機能などの基礎的な説明から始まり、症候

の診かた、診断の手順と必要な検査・治療につい

てまで、最新の情報と知見を詳細且つ簡潔に解説

された。検査においては、各々疾患について必要

な画像診断の講義があり、特に眼科領域の光干渉

断層計（OCT）から得られる高解像な組織断層像

には驚かされた。治療においても、一般診療医で

も対応可能なスタンダードな治療から、聴覚障害

に対する人工内耳術や、黄斑浮腫に対して行われ

る血管内皮増殖因子（VEGF）阻害剤薬の硝子体

注射等の講義がなされた。特に印象的だったのは

再生医療の講義で、理化学研究所の髙橋政代 プ

ロジェクトリーダーと京都大学 iPS 細胞研究所の

山中伸弥 所長との共同研究グループによる、滲

出型加齢黄斑変性の患者を対象とした、世界初の

iPS 細胞を用いた臨床研究の講演であった。iPS

細胞由来網膜色素上皮細胞を用いた細胞治療が安

全に施行できることを支持する結果を得ており、

日常診療からはかけ離れていると考えていた再生

医療が身近に感じられ、大変刺激になった。 

　なお、本講習会は、『日本医師会雑誌』第 147 巻・

特別号（1） 生涯学習シリーズ 94「わかりやすい

感覚器疾患」が内容となっており、詳しくはそち

らを参照いただきたい。
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